
 

 

 

 

 

 

 

 

健診は１年に１回、からだをチェックする機会です。 

生活習慣病を予防し、フレイル（加齢により心や身体が弱り 

要介護に近づいてしまう状態）の芽をつみとりましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期高齢者健康診査のご案内 

 

※ 健康診査を受診する時は、 

が必要です。まずは、かかりつけ医にご相談ください。 
 

※ 健康診査の受診票は、福岡県後期高齢者医療広域連合から送付しております。 

（長期入院及び一部の施設入所中の方は除きます。） 
  

 

 

健康診査を受けるには・・ 

【問合せ先】福岡県後期高齢者医療広域連合 お問い合わせセンター 

福岡市博多区千代 4 丁目 1 番 27 号   TEL 092-651－3111 

通常約 10,000 円の検査が

500 円で受診できます！ 
 

(1)マイナ保険証等（有効期限内のもの）、資格確認書 

(3)500 円 (2)受診票 

 

 

実際に健康診査を受診された方の声です 
 

母が診療所の先生の勧めで

健康診査を受けました。受診

結果についても丁寧に説明し

ていただき、受診後は先生に

相談しやすくなり、健康診査

を受けて良かった喜んでいま

す！（90代女性のご家族） 
 

市の健康体操に参加し、フレイル予

防の話を聞いて、健康診査を受けまし

た。今後の自分の健康のバロメーター

になると思います。 （70代男性）  

 

もともと食が細くやせていたので、健

康診査受診後に栄養士さんの家庭訪問が

ありました。間食に卵が使われているも

のを選ぶとたんぱく質がとれると聞きま

した。栄養って難しいものだと思ってい

たけど、簡単にできる方法を教えてもら

ってよかったです。（80代女性） 



□ ６ヶ月間で、２～３Kg 以上の体重減少がありましたか 

□ 以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか 

□ この１年間に転んだことがありますか 

□ ウォーキング等の運動を週に１回以上していますか 

□ 週に１回以上は外出していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
後期高齢者健康診査では、フレイルリスクを確認できます。 

 

  

「後期高齢者健康診査質問票」より一部抜粋 

項目 

フレイルに関する項

目です。 

フレイルの可能性が

ある人も早期に対応

することで、元の状

態に戻れます。 

チェックしてみましょう 

 

健康診査でわかること 

※ 必要時にはかかりつけ医の指示のもと、市町村の保健師や栄養士 
による保健指導やフレイルの相談を受けることができます。 

 

問診 
「後期高齢者の質問票」 

質問票でフレイルの危険性を確認できます。 

身長・体重 
「肥満より、やせに注意」 

やせはフレイルをまねきます。 

栄養・貧血 

●血清アルブミン 

●ヘマクリット値 

●血色素量 ●赤血球数 

「低栄養や貧血に注意」 

低栄養や貧血は、身体的活動を低下させ、認知機能の低下 

や骨粗しょう症のリスクが高まります。 

血圧・脂質 

●コレステロール  

●中性脂肪 

「脳卒中や心筋梗塞の危険性」 

高血圧や脂質異常は動脈硬化につながり、脳卒中や心筋梗塞 

などをまねきます。 

糖 

●空腹時 

●HbA1c ●尿糖 

「糖尿病の重症化に注意」 

糖尿病の危険度を調べます。 

血糖が高いと糖尿病のおそれがあります。 

肝機能 

●A S T （ G O T ） 

●A L T （ G P T ） 

●γ－ Ｇ Ｔ （ γ－ Ｇ Ｔ P）  

「お酒だけでなく、薬の副作用の可能性も」 

肝臓の機能をチェックします。たくさんの薬の服薬による 

副作用で、肝臓に負担がかかります。飲酒しない人も注意が 

必要です。 

腎機能 

●クレアチニン値 

●尿蛋白 ●尿酸 

「最悪の場合、人工透析に」 

腎臓の機能をチェックします。 

糖尿病や高血圧の人は特に注意が必要です。 

 

ポイント 


